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武庫ネイチャークラブの自主活動として計画しました。　貸切バス（全額補助あり）で行きます。
玉置神社境内の3,000年といわれる神代杉をはじめとした老樹大樹の見学や賀名生梅林の散策、熊野本宮大社、福寿草の自生地などを訪ね、十津川村の高温源泉かけ流し温泉に入り心身のリフレッシュを図りたいと思います。
＊実施日：　H25年3月６日（水）～７日（木）　雨天決行

＊集合場所：　大阪駅か西宮北口に8時過ぎを予定　　場所、時間等は後日にお知らせします。
＊募集人数：　先着20名　　20名に満たない時は個人的に知り合いの方に声をかけさせてもらいます。参加者決定につきましてはご一任願います。
＊行き先：　十津川温泉「ホテル昴」1泊　（ネット検索してみてください）
賀名生梅林（あのう梅林）、福寿草の地、谷瀬の吊り橋、玉置神社（熊野三山の奥の院）熊野本宮大社を予定しています。
＊費用：　1室３～４人。13,000円位の予定です。（ぼたん鍋は中止。昼食は含まず）

＊募集方法：　メールで受け付け。今西朋子アドレス　　tomosan@kdp.biglobe.ne.jp
　　　　　　　　　　　　　　　TEL/FAX　　0798－53－7379

＊プレミアム宿泊券（8,000円で10,000円分）を20枚購入しました。取り消しされます時は
8,000円の負担をお願いします。またはどなたか代わりの方をお探しください。
差額2,000円を運転手宿泊、寸志、高速代、駐車料、飲み物、通信雑費等に充当します。
・賀名生梅林　北曾木の丘陵を覆い尽くすように2万本の梅花が続き雲海のように花が咲く。
・福寿草　自然の福寿草は減少しており、津越の大規模な群生地は県の天然記念物に指定。
・谷瀬の吊り橋　高さ54m長さ297mの鉄線の吊り橋、S29年に架けられた。周囲の山々が織りなす眺望や渡る際に味わえるスリル感が話題を呼んでいる。
・玉置神社　役の行者や空海も立ち寄った聖地。熊野三山の奥の院と言われ、紀元前37年に創建。玉置山の頂に近く、標高千ｍ付近に鎮座する神社。社務所、台所は国の重要文化財。境内一円の巨杉群は神代杉、常立杉、磐余杉（いわれすぎ）、大杉など県の天然記念物。

　　　海底から噴き出した玄武岩質のマグマが固まった枕状溶岩は県の文化財天然記念物。

・熊野本宮大社　世界遺産。古くから人々の熱い信仰に支えられた古式ゆかしい雰囲気を漂わせる聖地。法皇上皇の御幸も盛んで、白河上皇9度、鳥羽上皇21度、御白河上皇34度、後鳥羽上皇28度と多くを数えた。江戸時代には「蟻の熊野詣」の最盛期を迎え、身分や階級を問わない多くの人々が熊野にあこがれ、救いを求め，甦りを願って異郷とも思える山深いこの地を目指した．近くの大斎原（おおゆのはら）も必見。十津川村よりバスで40分ぐらい。「伊勢へ7度、熊野へ3度」とも言われた。
・野猿　宿泊地にあり、十津川村特有の「人力ロープウエー」。サルが木のつるを伝わっていく様子に似ている事からこの名がつく。
自主行事


源泉かけ流し温泉、熊野本宮大社、玉置神社、


賀名生梅林、福寿草の自生地へ行こう！











